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作 物 の 大 気 汚 染 被 害 の 発 生 機 構 に
関す る生 誕蛙的研 究
tJ'亨5報 気孔用度 :rl･エび茎葉糾畝汁液 の
酸化避元電位 とオ ゾ./匪筈 との関 係





措作物に対する被害の拡大が･E;慮さ)一ている 川I添 1973,福Elら 1973,岡Lll蔦試 1974,
北野ら 1975,松帆 1976,Lrl!林省畏林水座比的会議71滴 局 1976,中村 1977).
したがって,オキシ〆ソ トによる作物裾 書に とに桝究,.19.J在のおくれている暖地におけ









還元'TE位 (茎葉の Eh)が被害碓生と動 凄な閃孫をもつことを縄篤した (.馬場･消非 1975,
76a).Lたがって本研究ては水桶を中心として すノンの被■;]jl発生に関して この面から研
究を進め,作物o)すノン酎 了についても射 し岡庭と*華 の Eha)ll･)-者がオゾン打吾の発FE
とIT.Eは/'i:肌掛こあることを認めたので,その緋架を親告する,
木研究に当り/lJL:tILELl帖 と頗LlJを掛 ､た‖l蘇せ肌 七EB保=k,･ipTR'.r利息 巾村 杯の.制 yIl.･に深謝す
るとともに,実鰍こけ/J)LたnHHl,'ミJ汁シIl:hA:こヾlTIiむ陸代 j'-は-に感淵十,IJ ぐ
実 験 方 法





てた.一部の材料は既経の方法で水耕iL'･iriした (馬場 ･新井 1976a).
作物の品種は,水稲hLkもにヤてピコ, トマトは米九 イソゲソは山城,I.F,･三度ii,メイ
コ,/は美W<tF'･生, /I-ィズは奥原早iLi, トウモロコシは甲州である.
ニ!ソソ処理矧JYIは,実恥室に設(托した小型の財花で, ガス処理ボ ックス (22×43×
53cm),オブソ発生器-,空気送入装芯,ガス泥(_T矧rlL, オゾソ張度自動調節装肝, オゾ






度は甜附行数で表わした (.I:tr;場 ･耶井 1975).女UL間腔はJri上位の葉から2,3枚L]の英
について測定し平均値を求めた.なお糾度の測定は.ガス処理前すなわちガス処理tFIl打ま
たは処理前日の午前に行なった.
茶葉の組織汁液の生体恨化還元電位 (第度の Eh)の測定 は, Jji体 1gに純水 8mC
を加え高速破砕符ポリトpソで飢餓汁紋を調轡とし, その紋の Eh値を ポテン./すメ-メ
-で測定し,花拘{'_挿入3分後および 5分後の測定(17tの平jJ.lJ生を求めた.測定は2 点でそ
の平均値を用いた. オブ､ソによる薬の純潔は,3十㌧ ト(6-9個体)につ き頂#-:から
第 2-4枚[の薬について全薬面iLやこ対する熊胃洗両肌の%を.Jur完iL, その平J_)lTlIを,･から
た.なお茎兼の EhのilJ必 tガス/処理敵前に行なった.
実 験 結 果
1.環境条件を異にする場合における気孔開度および茎葉生体酸化還元電位とオゾン被
害との関係
(1) 日 照 の 影 響
オゾソガス処理前の日照の彫轡を入るために,寒冷紗1枚および2枚で被軒した弱轄遮
光rF_(54%遮光)および新鹿遮光I7_(81%遮光)の別 /よちびに3.:1-_3g越 光 (6月9日～11
日)および長期遮光 (6月9日～24日)の別を設けた.供試材料は4月 18Fl,J､_)(.1どこ-
ルポットに3粒播にして育てた水稲品種ヤ7ピコである｡
オ/ソ処理は,短期遮光I亘は6月 11Fl,長1g】遮光区は6月24日の午前 11時～午後 1
時,03濃度 0.3ppm.lE.71度 3万ルックス,温度 30oC.湿度70-80%であった.





第1長 遮 光 処 也 の 址Zヂ苧(イネ , トマト)









区 別 巨仏 師 敬)A
hJ.)lJj 過 tJL
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,'3;品 莞 3霊 J 三…冨 ' 三喜…･…
威庇過 光 3･5O 488 1708 I 917
4月28日摘健 して2本立で育てた長澗遮光の きて トに′)いてもイネの場(丁とは吉同様の
軌向がえら,11た.
(2) 気 温 の 影 響
水稲についてオゾソガス処理前の気組とオノンyk'占との関係をしらべるために成稲を用
いた第 I実験と,dl_J'を月｣いた節 Ⅱ実験を行なった.第 Ⅰ実験では,4月18円播種し,5月
20Ijに1/5,000aポットに3本立にLで移植し,以後水桝戯増した成稲を6月21日～7














第2滋 r7.L虹 の 主旨 抑 (イ不)
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日 二 ∴ ･ ∴: : ∴ ニー
(成稲)
Ⅱ
30oC o_40 J 329 I131.6 26.2
｢ 20｡C o30 266 1 79.8
J 25oC 0.40 293 r117.2
(Lh-) I 30｡C J o▲43 318 1367
嶋,03此度0.3ppm である.根性2.5Jjノしノクス,限度30oC.湿度70-80%.
馬場 ･稲田 (1955)は水配をT.I.,めると茎]lt;Elloが高まることを,認めた坑 木実妹でも
水稲乱 成稲のいずれで L,第 2表のように窺軌を高めると嵐孔開度 (浸潤指数)(A),茎




水帆 ダイズ, ト7 トを用し､て,上壌含水地と作物のオソ■ソ酎 了との関孫をしらべるた
めに3つの･-k験を行なった.
第1実験 (水稲)
6月 10日小型 ビニールホットに摘純し10本立にして畑状態 (最大容水Liに対する l･堪
含水曲70-80%)で育てたA･tこついて,7月 8-13Ejの間 1日3山 ポットを 杵 枯して｣二
壌含水櫨を 最大,容水iiに 対する%で 50,60,80,100%に調節 した･なお･BTJiこ湛水区も
設 け た.7月13日
戟,気孔開度および
茎葉 Eh6を 測 定 し
たあと午後0時～2
時 30分の間,03滋呈








































その結果は,第 3歳のように上壌含水設80%より含水立が低下するに した/Jiって M L





全区を放 して雛1凶のように 歳孔閥度 (A)および 郁 LUTqBi=(A)×･堪葉 Eh6(B)と
0.5 0.6 07 0.8 0.9 160 la) 2∝) 220 240 2日)
166
気 孔 開 度 (it内rB払)(A) tIt札 rm皮 (AJ× I Jkの Ehl(a)
荊1国 土脈含水Li-を矧こすjL似合のJA孔隅T3,E-T3･J:び基地のEl18とオソン附 ･'-とu)仇旅







午lI7Jll嶋～(｢後Il'J30分,03iJ壬低0.3ppm のガス処理を行なった.照度 2.57J'ル /
クス,弧鹿28OC∴刷･i175%.

















且 ｡n.V) ^×B )結 語 試






















9月 16日小)_Il_ビニールボ ントに捕帥し,ll)jlHよ･')2O-Cv)ノ-/イ トトロンで帝て
た トマトについて11月21-25日,土壌L?水温55%,75%,100%J(の別を設け 11月25
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×農身 Eh6 (AxB)が増加 し,これと平行して薬のオゾソ披講Eが増加した.
カリ肥料 4月28口描旺し,5月20日1/5,000aポットに3本ずつ移 柚 し,標準 区
(+K)と))リ無施用 (-K)のL*別を設けて水仙.･tI･蒐した水稲jiこついて,6月 10日帆

































t_ ~: : ∴
(B)LL幾分lt卜Lた/)I,^×Bはやや大きかった.典の*ゾ
チI./ソ,リン酸,カリの欠乏 5月 25別路癒して育てたTlは,,7月2Zjl/2,000aポ .
トのふた板にはめこんだ2個q)ザルに移旭し,水川IT.1滋を行なった一














カリ欠乏区 で は.生 休
EhO(ら)が やや減少した
鞘7表のように.前記の適験と川じく,チソソの欠乏によ
および気孔剛度 (A)×柴身Eh6 (B)が減少 し,こ′㌢1に .IL
聯7J達 チ ッソ,リン酸fJLよぴ:rJ.)の形幣 (イ7'.)
'it孔附舷 兼 身 の






















5月25日播種して育てたTlJを, 7月1日水田土壌をつめた 1/5,000aポットに 3本す
つ移植した.
試験区は,標準区(常時洪水),7月8-201十mT区,I+.用干後湛水区 (7月8-17
日｣･.用干,7月 18-20nlIL水)を設けた.lrj(二3ポ ノト なお HlT･LtftLTiの葉か 1刑 高
温Il串二桁散在董凋,i･/J司一打舵の 卜解 cl)軌既知畔を行なった.
ト ト ト ト
第 2い11 上 川 干 LT) 彫 押
([･f=.) 1肝畔(常時離水) 2.十川干 (7)J8-20ET)
3 土用干(7)18-17日)緯防水 (7月18-201)7月20rlオ /1//APTl.
?? ? ? ?? ? ????? 169
7月20日朝.気孔開度 (泣潤指故)はよび農兵の Eh｡をiM.AEするとともに 1-･後1時-









水師 .Sの6区について7月2口,気孔日日度,I-J占.7lRの Eh6を刺通 してから午後1-3時,
03.濃度 0･3ppm.照度2.5万ル ソクス,温度31OC,泌1･75%のオノ./ガス処PP.を行なっ
た.















1 2 3 4 5 6
弔 令 9_0 8.2 7.0 6.2 5.0 40
･Tr3r.勾 イマイI.L'上1州 脚によ/JくuuHl呼.Ji:I-lLの m16の-,lilとと
や.のすノンJbF.ltとのruJl,T:L
水frFLは本田初】抑こす/ソ感受性が高いといわれている (千輩と法式 1977a).したがって
対 日移納経の水稲についてノヒ肯時期による克イL榊度,jk'輩の Eh｡および オノン托譜の差
輿をつぎの2紙の材料について調べた. その 1組は6月25日.1将を1/5,000aポットに
3本ずつ移伯してすり,.'･したJIH.一概ヤマピコであり,ほかの1糸tは,6月25rl水田に 移供し
て拙 ‡`した品種 Fl木精である. この日木口吊よオゾンガス処理rlf/) 10n和 こできるだけ根
をいためないように土付きのヰま1/5,000aポットに頼えかえた らのである.
170 I:1･-;･'llJr'允
7月7日以後7日_ごとに 5帆 朝に_Li孔閥壁 (A)と呈薬の Eh6(B)を測定 し,オゾ
ソカス処IVはT前11畔30分～午後 1時30分に行な 'rJ.. 0diCl1度0.3ppm,照度2.5JJ
ルックス,混度30oC,混度75-鮒 %であ る. 1｢^2ボ ′ト.
その結果は第 4回のように,ボ ン り･k1-.1'iの剛 い JJこ月こtLlからポ ッ トに植えかえた個休
〇一{)･i'yト81.iLpt,?LJコl △--△ 水m肘 まく日本馴
∴ ∴ 7 14 21 28 4YV YⅡ
7 )4 21 28 4
Ⅶ Ⅷ
'く(･1uiHlQ:(L引FE川音故)^ 韮lilr.のEhG(mV)P, ^×B オ/ンW.i:-lt･-lTljFL'l(OL,I)
'AJl,4Lq イネの本nl仰抑こ.T3.けろ/爪孔川他 .繋Jl'･-J)Eh.と･'1-tIのオソ'/祐'.JIとの日,･lJ緑
(ti) 6日25ロf帥rL
のいずれ も移1Ipt20｢Iあとの 7月14L.=ニ/.(式lL‖1rl庶 (沼ILH封土)(A)および気孔闘)Ii=×基3葉.
Eh8(AXB)のTEJIが山大であ った, この時抑 二メゾソPIi7L7鮭面fL'1(%)も最大であ つーた,




















育柑LLv)姓なるイソゲソについて. /I:_育Il.日別による',A-L孔l'･ilL!i:',葉の EhGIo-よひ オ'/ソカ
ス打1言の遠火を比較した.
-Tなわち各区の第 1本葉について,11月7n跡 こ気孔開度(Li潤指数)および粟の Eh8
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/生体 EhOを測定し,午前 11時 30分～午後 1時 30分に 03濃挺0.3ppm のガス処珊な行
なった.l.0.TiF2万ルックス,温度 31oC,ir7,.度75%である.
その結果第 6閲のように 気孔川渡 (A),糞の Eh8(B),AXBのいずれも第8,7,6
の順に大きく,これはオ/ソ舵繋戯曲8-1((%)の.IrElとも-iy(していた.3月 19LjにLr,べ







Lたがって,本ワ湖 では水ilTi釧･jいて気相削風 玉井EhGの臼変化と オゾン机_:･と0.)
関係をしらべた.
6月30日,1/5,000aボ ･,トにf紺 tLて育てた水仙.,価LI本日榊二ついてりlfl.-,･.I:.;TI.i,/)8J1
4LJ午ポア7岬1り-/F後6時の剛 こ'i孔糊度 (ti附 旨放).bよび糞の Eh6のLITM.ulニよ/Jim
移をしらべるとともに,1日2時仙ずつのJl,!1,すなわち 午前8時～10時,/｢前11帖-
牛後 lRS,/f後 1時 30分～3時 30分 れ 土び 午後4時～6時に オゾンガス処理を 行lJ:っ
た.0,机度0135ppm,lE.71度 3.0)J-ルックス,粒度 32oC,軸度 80%である..日射韻 .to･よ
び気配の佃 よ当研究J･IFの斌Jk観測施設の測fiE他である.
その結狛 五節7図のように,/IL孔聞俊 (.IJiLr.lJ桁数)け′川J-7時に最大で,以後夕刻.iで
漸減したカニ.丑頻の Ehr,ほ′｢前11時頃から午後 3時LjlのIr'ljが その前後の時別より甘い佃
を/JTした.イネの茎葉の水分井出は午後減少Lた.
















































7時8 9 101112131415161718 5q6 7 8 9 10










このように温度,UiI.71ともに午前 10時から午後3時までのJ似 大差かなく,知 闇腰
は/T一後には低下したにもかかわらず*t/ソ裾L<は午後に 据しく増大した.このl｣'.'-Jiに対し
で よ/f後に農薬JL体EhGが高くな･'たこととの閑地が推測されよう1
7月28日～29nの仙 l'J順 に射 てさtた水frRJ摘 l~t本棚 こついて,知 LljlH度 (WIL-HF放)
と薬の Eh｡他の時刻による射 ヒをしらべた緋果,第8lt･ZJのように 射 いまElの出とともに
聞き,闇度は午前7時～10時LI'i齢 は なり以後漸減L EJ没とともに EmJiするのに対し,
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(引L.)1).1ム祁 1.純利132'lJ 2.にyl. 3.千升'旭 4.幽林22',;
5 ヤ ･ーヒコ 6.日本 tl'; 7.比什371,'･







札 ヤマピコが被富が大きく, 千-lJ:わち オノン感受性が高く,堤体37T,i,千射 比 良林
8号が被苫が少ない.すな))ち感受性が低いことがわかる.
つぎに鋸L開度,盛典の EhBと,74-ゾソ陀ILfとの脱雁 をみると, 畑成増の印度型ポー柾を





0.50.607080.9 310 33) 350 370 150 20 250 30
liJuml文 (な刑TB故)A 基走のEhJ(rhV)a A X B
如 10Ll<I水稲ん'相聞における'Jt州HrJL也,茎北 r:h6とケソンFrJfとの捌繰 (その2)
(江) 1)yJ9Fli(]1)-3)象Ir.i 2)酢水状腰･iット此llf3)8月8日03J埋ulT'












月15H,イ-'ゲ ソ, …?? ㌔ ?
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0.2 06 L0 1.4250 30 350 40 0 100200300400
飢7L珂Lt (*村仲払)A 玉瀬のEhC(rtV)a A X a
第Jlほ1作物間におけ7Jd孔川川王.j躾のEh｡とオ/ン推古との関係(そのJ)
(托) 1) 1.イン L/ / 2.3Lイコソ 3 トマト 4.メイス､
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第二実験 水稲は6月20E), トフ 卜,ダイコソは7月10口,イソゲ./,〆イズ, トウ
1-ロコシは 7月15Elに 描祉し,8月8Lj牛前Ljtはし開虹,_A-害の Eh6を測定した あと オ/
1/ガス処里l!を行なった. オソ､ン濃度 0.3ppm.ガス処理時間 午後 0時～1時 30分,,Jl.･皿E
2.0万ルックス,7'.7L度 280C,鋸度 75%.
EJ'T-,誠二尖験を,泡 じて非廟被害の大きいものはインゲt/,ダイコン,･lJ位のものはダ
イズ, トマ ト, トウキpコシ,小さいものは水稲であ った.作物のオソソ感受性は環境条
件,生育時期等によ-つてある粒度変るとjLIJ7れるが,こa;)作物間の甚平の差掛 よ既往の研
究報lT=tlJや知見に放似している.
つきに作物HiliこrQlいて,気孔開度 (il洞指数)〔A)および 気 孔開度×其の Eh6 (Ax
B)とオソ､ソ雑事との閲に有意の相脚I娼休か認められた (節 ll,12聞).しかし,水jlTiur-1u





























作物は, 卜T ト,ダイコソ,イソゲンで, トマ ト,ダイコンは10月2Ll播1並, イ/ーケ
ソは10月15u播雌で小型 ビニールポットで育てた.
11月20日,0.01Mのアスコルビソ恨ソーJjを トマ ト, イt/ゲソ, ,dイコ/に 尭而irJL
和した.料.D:(it区には純水を散布した.
その結果は第13同のようにいずれの作物でも 7スコルビソ冊の薬面散布で オゾン被告
が軽減すること, トマ ト, インゲンについてアスコルビソ円安を柴面散布した場合,紫の
EhGが低下することがわかった.
考 察
環境条件や純増発作はオキシダン トやナゾソの枇EJIの充榊 こ大きな形照を及ぼす (Rich
1964,Heck1968,Taylor1974,Dugger1974,'ringandHeath1975,Heath1975).




ますとい う耽Jrlの祐篤と仰向を 同じくしている (Tingand Dugger1968.腔原･仙 日
1973,Shinoharaelal.1974).なお,オソ'/処FP.前に蓮縦して24-72時m i冊臼こお くと






オブ./処PL!前での iLは光tJLlび訪●捕'Lによるす/ン感受性のJl:1大の 原関として I',I'捕7Lの助け
の糾合tT押 紙 FJl'_あげ こい7t.ものもあ7J/y (綿原r･1973).末だ判然として卓上いなかっ
た.
本研究で オゾンガス,'JLuV.前の遮光によ/Jうゾ./粧 l･の増大折半葉 Eh8の [.il･と倒 産な



































all1961,中村 ･松巾 1974, r-'F･1u蹟試 1977, 千薬払拭 1977C)とタバコの ようにチッ
ソが少なかったり,榊 勿が 老化Lて肥切れに[亡る土かえって感受性の高まるものがある
(Macdowal11965,f'･.IlI･;TnH 1973).

















こオ什摘 植後しば らく両 脇 Lhて,M LIJHJi･/J灘 少 したのがその後活着 して水ふよひチ
ッソの吸収が次第に増加 し,ことに斗 ッソ合計の蛸大に伴 って気孔開度が 許しく大きくな
り,オソ､1/感受件が最大 となったと考えられる. 移櫓姥20日の時期は 水櫛d)赤札病の発
生がJjvくなる時期でもあるが, 赤枯柄では この冊 晦物体の可個 性チッソが )1.i.大 し, 炭水
化物の倉並が著しく低下十る剛 抑こ当ることか 知られている (馬場ら 1954,.F,場 ･山島
1961)･水桶の牛育時跡 こよるオソ./被害 と体内炭水化物や桝との関係については 今後の
研究にまたねばならない.
ついて右上あまりは っきりした結果がえられなかった.
インゲンの第 1本薬の感受性については, 既往の文献では播粍後 10-12口垢に 最 も高
いといわれている武 本成縦では 17rl頃か最 も掃 くな った. これは試験が行なわれたと
きの敵艦等の膨轡が考えられ,当･背に伴 う旭y;受性の抑移に闇しては傾向を同 じくしている
といえ｣う.
木黒験では,描機後のオL/ソ感受性がある程任 !式孔｢剛度と/Li体 Eh6が関係が あ りそ ･')
なテ-クーにはなっているが,は1きり糾｢.ほ#.:Lt･>かえたい.それはこれまでu)報:1.て




より析含皿が榔 攻すると被itほ うけに くくなるとい う仮説を捉;卜した.
イ'/ゲソ第 1本薬は 栖価後 10日蝶tの感受性か般大であるが, この時)切が前後の時期よ
i欄†含髄が低下 して 4-1mgのFLJ,nこ入り易いかF)である. 二のl射fJは り前の柿称後7｢1
ヒ和よ糾合品がこのIh･.より高 く感受性が快いノ八 子兼を切株 して第 1本葉の解合fti:を下げれ
ば感受性となる桝合瓜になり,また,感受性のもので も緋を吸)っせて軌合札をあけ)LC.i+憑
受性でな くなる.
ゾソ縦害を うけやす くなるが,さらに 36-72時間と暗潤を延長するとJj■び 純千Tを ')けな
くなる.しかし僻を吸わせると折合最が増加 し,枇書が発生する幅内の桁含境とな り,彼
TLl.カミ発生するとい う.
Lee(1965)は粧 鋸;.:がちが うタバコの薬を川いて Duggereta/.(1962b)と同じよう
な考えで瀬Uつ庶糖が乾物 1g当 5-14rng,.rat元耶5-35mgの帖で 感受性で あること,
また,庶桁および還プ亡糖含儀と気孔の柚のl掛こ'密接な開床があ り,庶糖や還元桝を己うめる
と気孔帽 (開度)が減少し披'占を うけに くくなるれ さらに糾合櫨を高めて気孔開度が閉
鎖 しても被湾を防 く･､ことができなかった.













































物'E,糾胞膜の Suberin舎ia,オ牛シタ./トに対す,7.,嵐孔の励 亡くなとをあげた. 気孔の
開度とオゾン感受性との的係については,首足するもの (Turneretal.1972,今泉1973,
三宅 ･宇野 1973)と否定するもの (東山 1973)がある.篠原ら (1975b)は タ-コの品
種間では感受性と気孔開度とは必ず しも有意o)関係がないが,感受也と並の粧合最との問
に高いELIの]rlL矧凋旅をみとめた.














薬の′t体還元屈位 (Eh)はアスコノしヒソ醜 おi-び グルタチオンの還元型/舵化型と/J沖.:
搾/i:関係があり,紙用ニjLらの比は上記の呼吸系を通 して-Eに生体 Ehを支配しているこ
とを指摘した (馬場 1958).そして-r#官別,r],JTl.i.日変化による/J=体 Ehは7スコルビソ
rl賃0.)還元型/総見のlMLけ る条件で低下し,梗概成分の欠乏および過剰によるEhのlJモF
は7スコルビソ暇およびグルタチオンの茂元型/総id-のFLIlj万または一方の増加と[kJ孫があ









害が射 酎二減少した. また,オーゾソ処丹前の14,42,66時 冊のTlil.7処理は被雷を 増大した
















据老 いは 水稲の_/-f一体Eh6は水温.lLの上抑 こよって高まることを認め (馬場 ･稲田 1955),
Menseretal.(1963a)もタ/:コでオソソ処理前の2週間気配を5OC高くした｣芳紀 およ
び処十竹乱 伐Lr,1Lを5oC上げた場合にもオソソ被害を増大することを認めた.本研究でも































び茎葉飢餓汁液の憶化還元蒐位 (巷英 Eh6) とのLifJ酌 こついて研究した,
オゾンガス処理は中里,J.ポットに逓成した十川斗を′トjli測定,fTックスに収容 し,0｡濃雌0.3
ppm,鋸度 28-30oC,Ll射2-3)jル ノクス,混度 70-80%位で行なった.
1) 水稲の オソン被書は,ガス処理前の遮光処理および Ir.'7瀧 処理により増大し,オソ
ソ被膏とガス,IiLu胴iIの気孔開度 (泣潤指数)×_g典組織汁被の酸化超元揖位 (豊薬 Eh6)と
の間に簡捷なEiJ係が認められた.
2) 水稲 b.よびl'.･千の畑作物の 7卜ソソ被常 よ, I-_壌含水iLt80-70%で最も大きく,
これより卜地含水iJi:の低1ことともに減少し,オノ1/被害と気孔囲度および気イL開度 ×茎葉
Eh6の減少との間に密接な開床がみとめられた.




3) 酢水叔居の水稲の オノン被!,ifは" 二L川千による上感の乾燥処理による気孔開度お
よび気孔闘腔×茎葉 Ehoの低下に伴って減少した.土用干後に短購聞湛水した場合にも,
気孔開度が土用十以F'li｣までは 山'tkLないで ',(LjLuf:J度 ×jYI葉 Eh6が小さくオソソ被書が配
賦された.
4) 水稲のオゾン被薄は,播撒後増加 し糾 し期では第 6葉湖が娘もdU1.l-が大きく,以
後再び減少した.気孔開度 ×基柴 Eh6もオゾソ姓害と略同じ推移を示 したが, l.q者の最
大の時期は完全には一致しなかった.
5) 本田初Jg]の水桶の オンソ裾L/･は 移I(i後.気孔lji=腰 および iM7L用度×茎葉 EhGの
増大と平行して1.i(I;ulJL,移植後20EJ墳最大となった. その後は /気孔闘度,気孔閥腔×茎
葉 Eh8の減少と平行して新一;酌こ減少した.
6) イソゲソの第 1本井 の オゾ./被譜は, 発芽後気孔朋皮. 気孔槻度 ×粟 Eh6の増
加とある鍵度十行して増人 し,播種後 171｣頃拡大となり, 以後気孔開度,Lj(.t孔開度 ×基
Eh6の減少に伴って減少した.
7) 水桶の オゾン被掛 よ1EILI-1の時 卓冊こよって 異なり午前よりEIc直後の午後が大きい
が,このfJi袋は,気孔のl)H度とはLilJ旅がなく,芸北 Eh6が)'経L後の午後の時刻に 高くな
ることにlSrJ迎づけち′iLる.
8) イネおよび インゲンの射 ;/一によ/1億のオノン枇'裏の;f･!火は, I.(-uulHf空転1び勘1-1i
Eh6の英男･に関係づけられる.
9) 水稲品射 こオゾン被密の差難かあり,r]本品範間において気孔【絹度,甚典 Eh8お
よび気孔開鑑×茎糞 Eh6と7T･/ン被害との周に市意の1日閲舶旅が認められた.
10) 供訊畑tl物 日ulにおいても,玩.lL胤勘 気孔開度 ×尭 Eh6 とオソソ終点の伸 こ有意
の州的カ;I.,FLJ.められ/i;.
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ll) ダイコン, トマ ト,イソ〆ソに 対する アスコルビソ酸 ソーダ (違元型)の葉蘭散
布によって集の Eh6が低下 し,オゾソ綬雷が減少した.
12) 茎典 Eh｡は 7スコル ビソ恨 b･よびグルタチオンのぶフ班せ/(還元型+酸化型)に
よっておもに支配さ,巨,その高低は作物のオソソbk'書の遺児をもたらしていると推測され
る.
















,1さも似 拙 ･柄井似合 1976a.作物の大知J労と被寓の薙ii勝他に捌す/i'生理的研究.那2報 米越
条件-およこ入土壌道元が作物のTfF_硫酸ノ))/,破執二及はす#/盟,上皇孝研究 55:189-198
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